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コロナ禍における飲食店の利用に関する要望について 

         

 時下 ますますご清祥のことと存じお喜び申し上げます。当会（甲府・富士吉田商工会議

所）諸事業につきましては、常日頃よりご指導ご鞭撻を賜り深く感謝申し上げます。 

また、貴台におかれましては、この２年間グリーンゾーン認証制度をはじめとするコロナ対

応にご尽力賜り改めて感謝申し上げます。 

さて、昨年の１０月～１２月ごろにかけては、新型コロナウイルス感染症第５波も落ち着き

をみせ、ようやく山梨県内の飲食店等にも賑わいが戻りはじめ、更に中部横断自動車の山梨静

岡間の全線開通や東富士五湖道路と第２東名高速道路に接続したことにより、県内観光地にお

いても少しずつ賑わいが戻りつつあり、経済回復への期待感がありました。 

しかし、年が明けると第６波オミクロン株の影響で瞬く間に感染が広がり、それと連動する

形で山梨県内の市街地への客足も途絶え、特に飲食店や小売・サービス業においては１月から

現在まで大変厳しい経営環境が続いております。 

当会では、山梨県のご支援のもと事業復活支援金申請などの公的支援金等のサポートに全力

を上げて対応し、会員事業者並びに地域内事業者が苦境を乗り越えるべく支えておりますが、

第６波の周期が長く、加えて原油価格やエネルギーコスト・仕入価格の高騰により飲食店を中

心に体力維持も限界に近づいております。 

このような状況の中、山梨県内の各種業界団体が貴台に対して現在の窮状を訴える要望を行

ったところでありますが、当会に対しても傘下の事業者から同様の苦しい実情を訴える声が届

いているところであります。各商工会議所・商工会においても地域の飲食店を支援するべき対

策は講じてはおりますがまだまだ不十分であり、飲食店では来店客が増えていかないと経営改

善は見込めないと訴えております。幸い甲府市中心市街地には、山梨県庁・甲府市役所などの

行政機関や民間企業の事務所が集積し、富士北麓地域においては富士吉田市を中心とする地域

に多くの方々が働いております。これらの方々が、昼食や勤務終了後に少しずつ飲食店に来店

していただくことが経済回復の起爆剤になると考えております。 

つきましては、県内行政機関や民間企業も含めた職員に対して、グリーンゾーン認証店舗を

対象に感染対策を十分とった中で、宴会や無尽も含め、積極的な利用を促す働きかけをいただ

けるよう要望いたします。 

更に、貴台におかれましては、県職員や市町村職員等が飲食店を利用しやすい雰囲気づくり

や、民間企業に対しての啓蒙にご協力いただき、県民・市民に対して引き続きご周知いただき

たく重ねてお願い申し上げます。 



 


